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第23回食と文化フォーラム
食と文化フォーラム2017沖縄

未
ア ス

来へ伝えたい
日本の食文化と健康づくり
〜食品の世界化と化学化の流を断つ時〜

か　が　や　き
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一
般
財
団
法
人
　
食
と
健
康
財
団
　
理
事
長
　
道
見
　
重
信

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
内
外
の
社
会
政

治
環
境
は
私
達
の
身
近
な
生
活
に
寸
時
に
直
接

影
響
を
及
ぼ
す
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
伴
う
社
会
福
祉
費
の
増
大
、

少
子
化
の
諸
課
題
は
何
れ
も
短
期
的
に
解
決
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
が
健
康

面
で
不
安
な
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
は
目
標

設
定
を
し
て
、
規
制
、
前
例
に
捉
わ
れ
ず
岩
盤

を
抉
じ
開
け
る
強
い
意
志
で
政
、
官
、
民
が
実

行
し
て
い
け
ば
世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
人
間

本
来
の
心
、
体
は
勿
論
の
こ
と
社
会
全
体
が
健

康
で
豊
さ
が
感
じ
取
れ
る
社
会
に
な
る
も
の
と

確
信
致
し
ま
す
。

　

当
財
団
は
食
の
安
全
、
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
社
会
の
健
康
と
食
の
安
全
、

安
心
づ
く
り
の
た
め
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
平
成
29
年
度
財
団
の
事
業
計
画
は
3
月

23
日
の
理
事
会
、
5
月
10
日
の
理
事
会
、
5
月

26
日
の
評
議
員
会
を
経
て
平
成
28
年
度
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
中
で
特
に
ご
紹
介

し
た
い
の
は
【
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
】
で

す
。
4
月
9
日
札
幌
市
、
5
月
14
日
那
覇
市
、

6
月
24
日
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
、
9
月
10
日
は

高
知
市
に
於
い
て
開
催
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

札
幌
市
の
開
催
に
於
い
て
は
特
に
発
酵
学
の

世
界
的
権
威
者
の
小
泉
武
夫
先
生
の
再
度
の
要

請
が
強
く
、
日
本
食
文
化
の
代
表
食
で
あ
る
発

酵
の
講
話
を
さ
れ
、
日
本
人
が
守
る
、
発
展
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
食
の
基
本
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

那
覇
市
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
若
い
女
性
の

方
々
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に

し
て
出
席
さ
れ
、
講
師
で
あ
り
ま
す
安
部
司
氏

が
目
の
前
で
作
ら
れ
る
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て

い
る
化
学
添
加
物
に
よ
る
ス
ー
プ
、
炭
酸
飲

料
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
お
菓
子
に
使
用
さ
れ
る
甘

い
粉
等
、
手
際
良
く
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
を
味
見

し
て
の
驚
き
と
戸
惑
い
に
、
会
場
は
食
い
入
る

様
に
真
剣
な
眼
差
し
で
見
て
お
ら
れ
た
姿
が
強

く
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
市
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
宮
レ
デ
ィ

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
出
居
貞
義
院
長
に
よ
る
講
話

の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
最
近

特
に
不
妊
症
が
増
え
る
背
景
に
つ
い
て
、
現
代

の
若
者
は
戦
後
と
同
じ
よ
う
な
栄
養
失
調
状
態

で
あ
り
更
に
腸
内
細
菌
叢
が
悪
く
、
こ
れ
ら
が

不
妊
症
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

見
解
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
食
べ
物
の
変

行
政
は
一
歩
前
に  

経
済
は
一
歩
後
ろ
へ

第23回食と文化フォーラムで
あいさつをする道見理事長
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化
、
化
学
化
が
関
与
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
不
妊
症
は
他
の
生
活
習
慣
病
と
同
様
で

生
活
習
慣
の
変
化
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と

印
象
深
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
前
、
関
西
の
医
療
機
関
が
20
代
男
性
60
人

の
精
子
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
60
人
中
正
常
精
子

は
た
っ
た
2
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
の
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
残
り

58
人
は
精
子
が
変
形
し
奇
形
状
態
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
背
景
で
あ
る
食
を
調
査
し
た
ら
清
涼

飲
料
水
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
の
多
食
者
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
食
べ
物
も
化
学
添
加
物
で
作
ら
れ

た
簡
単
、
便
利
、
安
く
て
、
旨
い
、
綺
麗
と
消

費
者
に
喜
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
は
競
争
激
化
の
な
か
原
価
率
を
安
く
大

量
に
作
ら
れ
る
も
の
を
と
の
こ
と
で
国
が
認
め

て
い
る
化
学
添
加
物
を
有
効
に
多
量
に
使
用
し

て
消
費
者
、
い
わ
ゆ
る
国
民
に
提
供
し
、
作
ら

れ
て
い
る
背
景
を
知
ら
な
い
国
民
は
喜
ん
で
食

べ
て
い
る
。
国
は
約
4
3
5
品
目
4
5
0
0
種

類
の
添
加
物
を
認
め
流
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
例
か
ら
い
く
と
化
学
物
質
に
よ
る

添
加
物
が
人
に
有
害
を
も
た
ら
し
た
結

果
、
死
等
に
至
ら
な
い
限
り
使
用
中
止
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
私
達
は
国
も
、
企
業
も
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
本
当
に
人
間
、
生
き
る
者
に
と
っ
て
如

何
あ
る
べ
き
こ
と
な
の
か
を
考
え
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
企
業
は
経
済
優
先
利
益
優
先
だ

け
で
は
無
く
、
安
心
安
全
を
優
先
し
消
費
者

は
単
な
る
簡
単
、
便
利
、
安
く
て
、

旨
い
、
綺
麗
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
は
無

く
人
間
、
生
き
る
も
の
が
安
全
か
、
安
心
か
を

重
視
し
た
生
活
環
境
に
戻
し
て
行
く
べ
き
と
強

く
考
え
ま
す
。

　

国
は
化
学
添
加
物
が
死
等
に
至
ら
な
い
限

り
中
止
の
判
断
は
し
な
い
と
の
考
え
で
は
無

く
、
一
歩
も
二
歩
も
前
に
出
て
異
物
は
体
に
入

れ
る
べ
き
も
の
で
は
無
い
と
の
基
本
に
立
っ
て

国
民
の
安
全
、
安
心
を
司
っ
て
頂
き
た
い
も
の

と
強
く
念
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
企
業
は
経
済
、
利
益
優
先
を
一
歩
後

退
し
て
国
民
に
安
心
、
安
全
を
化
学
の
力
だ
け

で
は
無
く
、
自
然
の
力
を
活
か
し
、
ど
う
し
た

ら
安
心
、
安
全
な
物
を
お
届
け
で
き
る
こ
と
に

な
る
か
を
研
究
し
知
恵
を
活
か
し
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

　

消
費
者
は
簡
単
、
便
利
の
習
慣
か
ら
脱
皮
し

食
が
も
た
ら
す
健
康
の
基
本
を
心
底
理
解
し
、

家
庭
の
食
が
日
本
食
文
化
に
戻
り
、
手
造
り
家

庭
が
戻
る
様
な
官
民
挙
げ
て
働
き
方
改
革
を
し

て
未
来
の
日
本
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
強
く
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
国
民
の
健
康

に
寄
与
し
奇
形
児
の
減
少
、
不
妊
症
の
改
善
に

つ
な
が
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
す
。

　

当
財
団
は
財
政
の
苦
し
い
中
で
あ
り
ま
す

が
、
知
恵
を
出
し
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て

食
の
安
全
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
今
年

度
の
事
業
が
達
成
出
来
ま
す
様
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第23回食と文化フォーラムより
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5
月
に
札
幌
で
執
り
行
わ

れ
た
一
般
財
団
法
人
食
と
健

康
財
団
の
理
事
会
、
評
議
員

会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
の

案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
道
見
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
初
め
て
沖
縄

で
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

札
幌
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様

子
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
厳

し
い
財
団
運
営
の
中
、
公
益

性
の
高
い
事
業
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
と
の
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画

で
は
、
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
全
国
4
都
市
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

基本方針
 1　 当財団は昨年 8 月で創立 23 周年目を迎えました。
　1993 年（平成 5年）8月 12 日に財団法人北海道食品科学技術振興財団と
して設立し、2006 年（平成 18 年）7月に財団法人北海道食と健康財団と名
称変更後、公益法人制度改革関連三法により、2010 年（平成 22 年）4月か
ら北海道で第 1号の一般財団の認可を受け新財団へ移行し、現在の名称「一
般財団法人　食と健康財団」となりました。

 2　 これまで様々な観点から食品の衛生、食品の安全・安心の啓発活動、食生活
の改善に関する調査研究や食育等をおこなうとともに、病気の予防と健康
の増進に寄与することに努めてきました。
　平成 29 年度は食生活の改善と健康長寿、未病、運動など多角的な観点か
ら調査・研究し、実践的なライフスタイル・健康生活に係わる啓発活動を推
進していきたいと考えております。

事業計画
1　調査研究
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、食
品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する書籍・資料を収集し、調査研究
して相談業務・各種フォーラム及び情報誌発行など各種財団事業の推進に活用し
ます。また、各種の講演会等に参加し情報収集します。

2　広報活動
（1）会報の発刊

　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、専門知識を有する管理栄養士、医師、教育者、料理研究家等からの情
報、さらに各種フォーラムの情報をもとに、明るく読みやすい財団の広報誌
「輝」を年 2回程度発行します。
　内容は各種フォーラム・大会の情報発信、管理栄養士からの健康情報提
供、自然食料理教室・マイクッキングなど。
　賛助会員、大学・短大、官庁、市町村教育委員会などの関係者に無料で配
布します。

（2）マスメディアの活用
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、
①ホームページを活用して、財団の事業活動の内容についての広報・啓発
活動を実施し、情報発信をしてまいります。

　財団の 1年間の事業報告及び収支決算書等、また事業計画・予算なども
ホームページ上に掲載します。

②第 23 回食と文化フォーラムの講演内容を 5月上旬に毎日新聞に、また
各種雑誌にも掲載します。

③その他財団の関係する事業については、各マスメディアをとおして広報
いたします。

④これまでラジオ番組で食生活の改善を啓発してきましたが、今年度も企
画したいと思います。

（3）普及啓発事業─賛助会員の拡大
　賛助会員数ですが、平成 29 年 2 月末では 1,539 人という厳しい状況にあ
ります。平成 29 年度には玄米酵素の「全国販売店研修会」が開催されま
す。この研修会と、「食と文化フォーラム」、「食と健康元氣ツアー」を活用
して会員の拡大を図ってまいります。
　また、広報誌「輝」の配布やホームページなど多様な媒体を生かして、財
団の賛助会員の入会及び更新、会費納入に遅滞している会員のフォローも図
ります。

3　シンポジウム等の開催
（1）「食と文化フォーラム」（札幌）の開催

　平成 29 年度当該フォーラムは毎日新聞社と共催して、第 23 回目のフォー
ラムとなります。
　テーマは「未来（アス）へ伝えたい日本の食文化と健康づくり
　　　　　　　　　　　　　〜食品の世界化と化学化の流を断つ時〜」
○第 23 回「食と文化フォーラム」の概要
　日　時　平成 29 年 4 月 9 日（日）　午後 1時 30 分開演
　会　場　札幌グランドホテル　　入場料　無料
　　第 1部　基調講演

演目　発酵学、醸造学の権威が語る

　　　日本の伝統食から学ぶ！知恵と工夫の食事学を通じて心と体を養う
講師　発酵学者・文筆家・東京農業大学名誉教授・農学博士　小泉　武夫　氏

　　第 2部　特別講演
演目　近代栄養学に警鐘を鳴らし、予防医学の重要性を説く
　　　健全な腸が健康長寿の源
　　　腸には生命誕生のプロセスが！　免疫を決めるのは腸！
　　　免疫を活性化させる食べ物とは？
講師　富山医科薬科大学名誉教授（現富山大学）・医学博士　田澤　賢次　氏

（2）各種食育事業の実施
　食養・予防医療・地域医療などに係わる健康・医療に関する事業を後援・
共催などして他団体と連携して実施していきます。

（3） 講習会 ・ 研修会等の活動
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、食品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する「食と文化フォーラ
ム」の講演会を道外 3会場で開催します。本年は、沖縄県那覇市、宮城県仙
台市、高知県高知市で開催します。
○那覇フォーラムの概要
　日　時　平成 29 年 5 月 14 日（日）　午後 1時 30 分開演
　会　場　沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ　　入場料　1,000 円
　第 1部　基調講演

演目　「食品の裏側」を知る〜今、食べているあなたの食は安心、安全か〜
　　　【実演】でお見せします！
　　　食品添加物でラーメンスープ、清涼飲料水を実演
講師　食品ジャーナリスト、「食品の裏側」の著者　安部　司　氏

　第 2部　特別講演　演目　人をダメにする現代の食事
授業の改革・給食の改善・環境教育の 3本柱の取組でこどもは甦
る　〜真田町の奇跡〜　いじめ・非行ゼロ、生活習慣病予備軍ゼ
ロと学力の飛躍的な向上
講師　元長野県真田町教育長、元長野県上田市教育委員長
　　　現教育・食育アドバイザー　大塚　貢　氏

○仙台フォーラムの概要
　日　時　平成 29 年 6 月 24 日（土）　午後 1時 30 分開演
　会　場　TKPガーデンシティ仙台 21 階ホールA　　入場料　1,000 円
　第 1部　基調講演
　　演目　がん研究の権威が語る〜がん予防と食事のこれから〜

講師　日本綜合医学会会長・公益社団法人生命科学振興会理事長　渡邊　昌　氏
　　第 2部　特別講演　演目　現代はなぜ、不妊女性が多いのか

　現代女性は終戦直後と変わらない低栄養状態
　副腎疲労もあり、日本の将来が心配
講師　大宮レディスクリニック院長・日本産婦人科学会専門医　出居　貞義　氏

○高知フォーラムの概要
　日　時　平成 29 年 9 月 10 日（日）　午後 1時 30 分開演
　会　場　高知城ホール　　入場料　1,000 円
　第 1部　基調講演　演目　発酵学、醸造学の権威が語る

　日本の伝統食から学ぶ！知恵と工夫の食事学を通じて心と体を養う
講師　発酵学者・文筆家・東京農業大学名誉教授・農学博士　小泉　武夫　氏

　第 2部　特別講演　演目　人をダメにする現代の食事
授業の改革・給食の改善・環境教育の 3本柱の取組でこどもは甦
る　〜真田町の奇跡〜　いじめ・非行ゼロ、生活習慣病予備軍ゼ
ロと学力の飛躍的な向上

講師　元長野県真田町教育長、元長野県上田市教育委員長
　　　現教育・食育アドバイザー　大塚　貢　氏

（4）食と健康・元氣ツアーの開催
　真の豊かな伝承的食文化を推進することを目的とし、①食に関する健康　
講座、②自然食と有機農産物の賞味・収穫体験事業を専門知識を有する管理
栄養士等が同行し、次のとおり洞爺健康館及び洞爺自然農園で実施します。
　初夏の部は 6月 22 日（木）イチゴ狩り〈洞爺自然農園〉
　秋の部は 9月 28 日（木）バーベキュー〈洞爺自然農園作物と魚介類〉
　秋の部では、収穫感謝祭も同日に実施します。洞爺健康館での温泉を楽し
んでいただきます。参加者はそれぞれ 40 名。初めての方にも参加を誘いか
けていきます。

4　食生活指導
　専門知識を有する管理栄養士が不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進
に寄与することを目的とし、フリーダイヤルをはじめ様々な機会を活用して、食
品の安全性・栄養や健康相談を受けて、食生活の改善及び食育などに関する食生
活指導を行います。企業、団体等からの委託業務の実施もいたします。

平成29年度　事業計画

理
事
会
・

評
議
員
会
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第23回食と文化フォーラム

未
ア

来
ス

へ伝えたい日本の食文化と健康づくり～食品の世界化と化学化の流を断つ時～

第
23
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

未ア

来ス

へ
伝
え
た
い

日
本
の
食
文
化
と
健
康
づ
く
り

～
食
品
の
世
界
化
と
化
学
化
の
流
を
断
つ
時
～

　
第
23
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
未ア

来ス

へ
伝
え
た
い
、
日
本
の
食
文
化
と
健
康
づ
く
り
〜
食

品
の
世
界
化
と
化
学
化
の
流
を
絶
つ
時
」（
毎
日
新
聞
社
・
一
般
財
団
法
人
食
と
健
康
財
団
主

催
）
が
、
4
月
9
日
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
食
と
健
康
財
団
・
道
見
重
信
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
東
京
農
業
大
学
名
誉

教
授
・
発
酵
学
者
の
小
泉
武
夫
先
生
に
よ
る
「
日
本
の
伝
統
食
か
ら
学
ぶ
！
〜
知
恵
と
工
夫
の

食
事
学
を
通
じ
て
心
と
体
を
養
う
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
詰
め
掛
け
た
約

1
0
0
0
人
の
観
客
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
富
山
医
科
薬
科
大
学
（
現
富
山
大
学
）
名
誉
教
授
・
医
学
博
士
の
田
澤
賢
次
先

生
に
よ
る
特
別
講
演
「
健
全
な
腸
が
健
康
長
寿
の
源
〜
腸
に
は
生
命
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
が
！
　

免
疫
を
決
め
る
の
は
腸
！
　
免
疫
を
活
性
化
さ
せ
る
食
べ
物
と
は
？
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
り
ん
ご
の
成
分
ア
ッ
プ
ル
ペ
ク
チ
ン
の
研
究
結
果
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
予
防
医
学
の
重
要
性

を
学
術
的
に
説
き
、
観
客
は
腸
内
環
境
を
と
と
の
え
る
必
要
性
を
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

開会の挨拶をする毎日新聞社
北海道支社長の吉野理佳氏
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食
生
活
は
す
べ
て
の
源

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
の
あ
だ
名
は

「
月
光
仮
面
」
な
ら
ぬ
「
発
酵
仮
面
」
で

す
。
50
年
、
ず
っ
と
発
酵
学
を
や
っ
て
き
ま

し
た
。
実
家
が
造
り
酒
屋
で
す
の
で
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
発
酵
を
や
っ
て
き
た
よ
う
な
も

の
で
す
。
発
酵
で
健
康
、
72
歳
に
な
り
ま
す

が
白
髪
も
な
く
、
肌
も
つ
や
つ
や
で
す
。

「
な
ぜ
そ
ん
な
に
健
康
な
の
？
」
と
よ
く
聞

か
れ
ま
す
が
、
や
は
り
食
べ
物
な
の
で
す
ね
。

沖
縄
30
位
に
低
下

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
都
道
府
県
の
平

均
年
齢
を
見
て
み
る
と
、
長
生
き
1
位
は
男

女
と
も
長
野
県
で
す
。
少
し
前
ま
で
は
沖
縄

が
長
寿
県
と
し
て
有
名
で
し
た
ね
。
し
か
し

今
は
、
女
性
は
ま
だ
第
3
位
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
男
性
は
な
ん
と
30
位
ま
で
転
落
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
急
激
に
下
が
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
お
年
寄
り
ば
か
り
で
な

く
、
若
い
方
た
ち
も
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

以
前
の
沖
縄
は
中
国
の
影
響
を
受
け
、
医

食
同
源
・
薬
食
同
源
の
考
え
を
取
り
入
れ
た

食
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
食
べ
物
は
お
医

者
さ
ん
や
お
薬
だ
か
ら
、
い
い
食
べ
物
を
身

体
に
入
れ
て
お
け
ば
病
気
に
な
ら
な
い
と
い

う
予
防
医
学
の
考
え
で
す
。
と
こ
ろ
が
昭
和

20
年
に
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
に
統
治
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
は
ア
メ
リ
カ
式
の
食
生
活
が

主
流
と
な
り
、
肉
や
そ
の
缶
詰
が
圧
倒
的
に

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
が
今
出
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
医
食
同
源
の
意
識
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。

　

誤
っ
た
食
生
活
は
病
気
の
も
と
で
す
。
沖

縄
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
50
年
間
の

日
本
人
の
食
の
変
化
と
し
て
、
業
務
用
を
入

れ
ま
す
と
油
の
販
売
量
が
3
・
7
倍
、
肉
も

3
・
2
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
比
例

し
て
医
療
費
が
も
の
す
ご
く
高
く
な
り
ま
し

第
1
部
　
基
調
講
演

日
本
の
伝
統
食
か
ら
学
ぶ
！

知
恵
と
工
夫
の
食
事
学
を
通
じ
て
心
と
体
を
養
う

発
酵
学
、
醸
造
学
の
権
威
が
語
る

発
酵
学
者
・
文
筆
家
・
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
（
農
学
博
士
）　
小
泉
　
武
夫
　
氏

小泉　武夫（こいずみ・たけお）
発酵学者／文筆家
東京農業大学名誉教授（農学博士）
1943 年福島県の酒造家に生まれる。
専門は発酵学、食文化論。農学博士。
現在、NPO法人発酵文化推進機構理事長、広島大学大学院医学
研究科客員教授、鹿児島大学客員教授、琉球大学客員教授、石
川県立大学客員教授、福島大学客員教授。
著書「発酵」（中央公論）、「発酵食品礼讃」（文芸春秋）、「食あ
れば楽あり」（日本経済新聞社）、「食と日本人の知恵」（岩波書
店）など単著で 141 冊を数える。
現在、日本経済新聞に「食あれば楽あり」を 24 年にわたり連載
中。
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第23回食と文化フォーラム

未
ア

来
ス

へ伝えたい日本の食文化と健康づくり～食品の世界化と化学化の流を断つ時～

た
。
今
、
国
家
予
算
の
約
4
割
が
医
療
費
で

す
。
和
食
を
食
べ
て
い
た
昔
は
こ
ん
な
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
50
年
で
自
国
の
食
文

化
が
低
タ
ン
パ
ク
・
低
脂
肪
・
低
カ
ロ
リ
ー

か
ら
高
タ
ン
パ
ク
・
高
脂
肪
・
高
カ
ロ
リ
ー

に
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
の
は
、
世
界
で
も
日

本
だ
け
で
す
。
食
生
活
を
悔
い
改
め
る
時
期

が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
代
栄
養
学
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
免
疫
を
獲
得
で
き

る
よ
う
な
食
生
活
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き

で
す
ね
。

医
療
費
41・5
兆
円
に

　

食
生
活
が
変
わ
っ
て
、
何
が
起
こ
っ
た

か
。
そ
の
最
大
は
国
民
の
医
療
費
が
41
・
5

兆
円
と
い
う
莫
大
な
増
加
と
な
っ
た
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
小
・
中
・
高

校
生
が
起
こ
す
暴
力
事
件
も
急
増
し
ま
し

た
。
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
1
年
間
で
6
万

件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
野
菜
を
と
ら
ず
に

肉
ば
っ
か
り
食
べ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
食
生

活
を
し
て
い
る
と
大
量
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
補
酵

素
と
し
て
使
わ
れ
る
た
め
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
に

な
り
ま
す
。
す
る
と
興
奮
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
分
泌
が
多
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

肉
と
野
菜
一
緒
に

　

日
本
人
は
肉
を
食
べ
る
時
、
野
菜
を
あ
ま
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り
食
べ
ま
せ
ん
ね
。
焼
肉
の
盛
ん
な
韓
国
で

は
キ
ム
チ
、
サ
ン
チ
ュ
な
ど
が
付
き
物
で
す

が
、
肉
を
食
べ
る
時
は
野
菜
も
食
べ
な
き
ゃ

だ
め
な
の
で
す
。
肉
ば
か
り
食
べ
る
と
体
内

で
肉
ア
ミ
ノ
酸
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
悪

玉
菌
の
え
さ
に
な
り
、
腸
内
の
良
性
菌
を
追

い
出
し
、
発
が
ん
物
質
の
よ
う
な
も
の
を
つ

く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
野
菜
を
一

緒
に
と
る
と
、
野
菜
の
食
物
繊
維
が
悪
玉
菌

を
く
っ
つ
け
て
大
便
と
し
て
体
外
に
排
出
し

て
く
れ
る
の
で
す
。
し
か
も
野
菜
の
繊
維
は

乳
酸
菌
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
な
ど
の
良
性
菌
を

増
や
し
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
肉
を
食
べ

る
時
は
野
菜
も
一
緒
に
食
べ
る
必
要
が
あ

る
、
と
い
う
理
論
に
な
る
わ
け
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

　

2
0
1
3
年
に
和
食
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
国
の
検
討

委
員
と
し
て
そ
れ
に
携
わ
り
ま
し
た
。
和
食

の
基
本
は
①
根
菜
類
の
根
茎
、
土
の
中
に

入
っ
て
い
る
も
の
。
②
菜
っ
葉
③
青
果
④
山

菜
・
き
の
こ
⑤
大
豆
な
ど
の
豆
⑥
海
藻
⑦
米

や
麦
な
ど
の
穀
物
の
七
つ
で
す
。
七
つ
の
主

材
と
も
植
物
で
す
ね
。
肉
や
魚
、
卵
な
ど
は

和
食
の
副
材
で
す
。
日
本
人
は
、
地
球
上
の

す
べ
て
の
民
族
の
中
で
最
も
菜
食
主
義
者
、

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
日

本
人
の
民
族
の
遺
伝
子
で
す
。
民
族
の
遺
伝

子
と
は
、
そ
の
民
族
が
長
い
間
に
ど
ん
な
生

活
を
し
て
き
た
か
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
伝

わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
菜
食
の
遺
伝
子
に

急
激
に
肉
が
ド
ー
ン
と
入
っ
て
き
た
ら
対
応

で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

正
常
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
な
る
か
、
免
疫

細
胞
に
な
る
か
が
病
気
か
健
康
か
の
分
か
れ

目
で
す
。
免
疫
と
は
文
字
通
り
病
気
を
免
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細

胞
（
N
K
細
胞
）
の
こ
と
で
す
。
腸
の
中
に

免
疫
細
胞
を
増
や
す
た
め
に
は
発
酵
食
品
や

乳
酸
菌
を
と
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
病

気
に
な
り
に
く
い
身
体
に
な
り
ま
す
。

　

女
子
栄
養
大
学
が
作
成
し
た
食
品
成
分
表

に
よ
る
と
、
牛
肉
と
大
豆
の
た
ん
ぱ
く
質
は

ほ
ぼ
同
量
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
大
豆

は
畑
の
肉
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
に

究
極
の
ス
タ
ミ
ナ
食
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
味
噌
汁
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
豆

腐
と
ひ
き
わ
り
納
豆
、
油
揚
げ
の
千
切
り
を

入
れ
る
。
こ
れ
を
朝
晩
、
一
日
2
杯
飲
め
ば

も
の
す
ご
く
元
気
に
な
り
ま
す
。
大
豆
は
肉

と
一
緒
と
す
れ
ば
、
味
噌
汁
は
肉
汁
、
豆
腐

も
納
豆
も
油
揚
げ
も
肉
と
同
じ
。
肉
、
肉
、

肉
で
も
の
す
ご
い
ス
タ
ミ
ナ
で
す
。
こ
れ
を

牛
や
豚
の
動
物
の
肉
だ
け
に
置
き
換
え
た
ら

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
す
ぎ
て
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
和
食
が
成
立
す
る
最
低
条
件
は
一

汁
三
菜
。
一
汁
と
は
ご
飯
と
味
噌
汁
の
こ

と
、
三
菜
の
中
に
は
香
の
物
、
つ
ま
り
漬
物
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が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
発
酵
食

品
で
す
。
和
食
と
発
酵
食
品
に
は
密
接
な
つ

な
が
り
が
あ
る
の
で
す
。

こ
う
じ
菌
は
国
金

　

そ
し
て
日
本
の
食
生
活
の
土
台
を
つ
く
っ

て
い
る
の
は
、
こ
う
じ
（
麹
）
菌
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
奈
良
時
代
の
初
期
に
編
集
さ
れ
た

「
播
磨
国
風
土
記
」
の
中
に
初
め
て
麹
が
出

て
い
ま
す
。
蒸
し
た
米
を
神
社
の
神
様
に
さ

さ
げ
た
ら
カ
ビ
が
生
え
た
。
そ
れ
が
カ
ビ
タ

チ
、
や
が
て
カ
ム
タ
チ
、
カ
ム
チ
、
カ
ウ

ジ
、
コ
ウ
ジ
と
語
源
変
化
し
て
き
た
の
で

す
。
こ
の
こ
う
じ
菌
を
使
っ
て
い
る
の
は
わ

が
国
だ
け
。
日
本
独
自
の
菌
で
、
中
国
や
韓

国
の
こ
う
じ
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
う
じ
菌
は
「
国
菌
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
。
な
お
、
こ
う
じ
と
い
う
字
に
は

「
麹
」
と
「
糀
」
の
二
字
が
あ
り
ま
す
が
、

前
者
は
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
漢
字
、
後
者

は
日
本
人
の
つ
く
っ
た
国
字
で
す
。

　

こ
う
じ
菌
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
菌
で

す
。
非
常
に
多
く
の
酵
素
が
入
っ
て
い
る
た

め
、
分
解
力
が
極
め
て
強
い
。
こ
う
じ
菌
で

分
解
さ
れ
た
食
べ
物
は
吸
収
さ
れ
や
す
く
消

化
も
早
い
で
す
。
今
、
大
人
気
の
甘
酒
も
米

の
成
分
が
米
こ
う
じ
で
分
解
さ
れ
ブ
ド
ウ
糖

に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
酵
素
、
ア
ミ
ノ

酸
、
ビ
タ
ミ
ン
が
山
ほ
ど
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
飲
む
点
滴
で
す
。

　

味
噌
も
素
晴
ら
し
い
発
酵
食
品
で
す
。
味

噌
に
は
、
血
圧
上
昇
の
抑
制
、
放
射
線
防
御

効
果
、
抗
腫
瘍
性
、
抗
酸
化
性
、
免
疫
力
付

与
な
ど
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
海
外
で
も
日
本
の
発
酵
食
品
が
注
目

さ
れ
、
発
酵
と
免
疫
の
研
究
が
い
ろ
い
ろ
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
食
生
活
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
発
酵

食
品
を
中
心
と
し
た
和
食
で
み
ん
な
で
健
康

に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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健
康
長
寿
は
腸
か
ら

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
生
命
を

維
持
す
る
た
め
に
腸
管
が
果
た
し
て
い
る
役

割
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
健
康
長
寿
は

腸
の
健
康
で
決
ま
り
ま
す
。
腸
を
健
康
に
す

る
た
め
に
は
、
い
か
に
善
玉
菌
を
増
や
し
て

悪
玉
菌
を
減
少
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ

き
ま
す
。

　
「
腹
」
に
は
も
う
一
つ
、「
肚
」
と
い
う
漢

字
が
あ
り
ま
す
。
腸
は
土
、
土
壌
と
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
身
体
を
木
に
例
え
て
み
ま

す
と
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
消
化
器
、
皮

膚
、
骨
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
枝
の
部
分
に
当
た

り
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の

枝
の
専
門
医
が
そ
の
部
分
だ
け
を
診
断
、
治

療
し
て
い
る
の
が
今
の
医
学
の
現
状
で
す

が
、
多
く
の
病
気
は
枝
で
は
な
く
、
土
壌
に

問
題
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
枝
の
部
分
だ

け
を
治
し
て
も
、
土
壌
に
問
題
が
あ
れ
ば
い

ず
れ
ま
た
同
じ
病
気
に
な
り
ま
す
。
人
間
は

土
壌
で
あ
る
腸
内
環
境
が
健
康
状
態
で
あ
っ

て
、
初
め
て
身
体
も
健
全
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
お
腹
は
健
康
の
泉
、
健
康
は
土
壌

か
ら
の
贈
り
物
な
の
で
す
。

腹
を
冷
や
す
と
臓
器
機
能
低
下

　

イ
ン
ド
の
伝
統
医
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

で
は
、
お
腹
に
は
太
陽
が
宿
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
お
腹
は
冷
や
し
て
は
い

け
な
い
の
で
す
ね
。
冷
や
す
と
お
腹
の
臓
器

の
機
能
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

第
2
部
　
特
別
講
演

富
山
医
科
薬
科
大
学
（
現
富
山
大
学
）
名
誉
教
授
・
医
学
博
士
　
田
澤
　
賢
次
　
氏

健
全
な
腸
が
健
康
長
寿
の
源

腸
に
は
生
命
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
が
！

免
疫
を
決
め
る
の
は
腸
！

免
疫
を
活
性
化
さ
せ
る
食
べ
物
と
は
？

近
代
栄
養
学
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
予
防
医
学
の
重
要
性
を
説
く

田澤　賢次（たざわ・けんじ）
富山医科薬科大学名誉教授（現　富山大学）医学博士
1940 年青森県生まれ。69 年新潟大学大学院医学研究科修了。89 年文部省
の在外研究員としてアメリカへ留学。95 年富山医科薬科大学医学部成人
看護学科（外科系）教授。2003 年同大学医学部看護学科長及び副医学部
長を経て、05 年富山医科薬科大学名誉教授。
りんご研究に関する業績に対し青森県よりさまざまな賞を受賞している。
専門は大腸癌の治療と予防、アップルペクチンの機能、活性酸素と抗酸
化物質など。
著書に「創傷管理と治癒システム」（金原出版）、「林檎の力」（ダイヤモ
ンド社）、「リンゴを皮ごと食べれば腸がきれいになる」（実業之日本
社）、「オリンピックドクターが教える─ナノバブル水素水健康法」（幻冬
舎）他多数
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第23回食と文化フォーラム

未
ア

来
ス

へ伝えたい日本の食文化と健康づくり～食品の世界化と化学化の流を断つ時～

お
腹
の
内
臓
を
支
配
す
る
副
交
感
神
経
は
首

を
通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
首
を
冷
や
す
と
体

温
が
下
が
り
お
腹
の
体
温
も
下
が
り
ま
す
。

だ
か
ら
首
を
冷
え
か
ら
守
る
こ
と
は
、
お
腹

の
働
き
を
守
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

　

健
康
な
腸
内
環
境
と
は
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

や
乳
酸
菌
な
ど
の
善
玉
菌
が
増
加
し
、
腐
敗

菌
が
少
な
い
状
態
の
こ
と
で
す
。
善
玉
菌
が

増
え
る
と
腸
内
の
悪
玉
菌
が
減
少
し
、
異
常

発
酵
を
改
善
し
て
く
れ
ま
す
。
異
常
発
酵
が

改
善
さ
れ
る
と
、
硫
化
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
、

メ
タ
ン
な
ど
の
腐
敗
産
物
で
あ
る
生
体
毒
成

分
の
生
成
が
減
少
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
門

脈
の
血
液
が
浄
化
さ
れ
る
た
め
、
門
脈
と
つ

な
が
っ
て
い
る
肝
臓
の
機
能
が
改
善
さ
れ
て
免

疫
能
が
向
上
し
、
が
ん
や
感
染
症
の
減
少
に

つ
な
が
り
、
健
康
に
導
い
て
く
れ
る
の
で
す
。

腐
敗
菌
を
減
少
さ
せ 

が
ん
発
生
を
抑
制

　

私
の
研
究
室
で
は
、
り
ん
ご
の
ア
ッ
プ
ル

ペ
ク
チ
ン
（
Ａ
Ｐ
）
と
い
う
成
分
を
用
い

て
、
腸
内
環
境
改
善
の
機
能
を
検
証
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｐ
は
水
溶
性
の
食
物

繊
維
で
、
ラ
ッ
ト
を
使
用
し
た
動
物
実
験
の

結
果
、
ま
ず
腸
内
の
悪
玉
菌
の
増
殖
を
阻
止

す
る
静
菌
作
用
、
増
殖
阻
止
作
用
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
を
餌
に
混
ぜ
た

ラ
ッ
ト
の
ふ
ん
便
は
黒
褐
色
か
ら
黄
金
色
に

な
り
ま
す
。
肉
片
が
含
ま
れ
て
い
る
通
常
食

を
摂
取
し
た
ラ
ッ
ト
の
便
は
黒
色
系
で
す
。

大
便
は
大
き
な
便
り
、
便
の
こ
の
色
調
の
変

化
は
腸
内
環
境
が
浄
化
さ
れ
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
や
乳
酸
菌
が
増
加
し
て
腐
敗
菌
が
減
少
し

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。

　

次
に
、
こ
の
静
菌
作
用
と
が
ん
発
生
の
抑

制
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。
発
が
ん
物
質

を
投
与
し
た
ラ
ッ
ト
に
Ａ
Ｐ
を
10
％
、
20
％

そ
れ
ぞ
れ
含
ん
だ
餌
を
与
え
、
腫
瘍
の
発
生

率
と
発
生
個
数
を
調
べ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

減
少
が
見
ら
れ
、
特
に
20
％
の
グ
ル
ー
プ
が

発
生
率
、
個
数
と
も
激
減
し
ま
し
た
。

　

腸
管
の
粘
膜
に
炎
症
が
起
き
る
と
、
Ｐ
Ｇ

Ｅ
2
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
増
加
し
ま
す
。
こ

の
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
免
疫
を
抑
制
し
た
り
腫

瘍
を
増
殖
さ
せ
た
り
が
ん
に
栄
養
分
を
運
ぶ

血
管
の
新
生
を
亢
進
す
る
な
ど
の
作
用
が
あ

り
、
腸
管
の
ダ
メ
ー
ジ
を
図
る
目
安
と
な
り

ま
す
。
腸
管
が
損
傷
す
る
と
が
ん
が
転
移
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
発
が
ん
剤
を
投

与
し
た
ラ
ッ
ト
に
Ａ
Ｐ
を
与
え
て
み
た
と
こ

ろ
、
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
数
値
が
激
減
し
、
腸

管
粘
膜
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防
御
す
る
働
き
が
あ

る
こ
と
も
検
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

門
脈
血
が
浄
化
さ
れ
、
肝
機
能
が
改
善
さ
れ

て
肝
内
の
免
疫
能
が
向
上
し
、
肝
臓
へ
の
が

ん
の
転
移
発
生
率
が
下
が
り
、
転
移
個
数
も

す
こ
ぶ
る
減
少
す
る
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ

た
の
で
す
（
図
1
）。

図1
アップルペクチン経口投与によるAH60C

肝転移モデルにおける肝転移抑制効果
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こ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｐ
の
敗
血
症
の
予
防
、
有

害
活
性
酸
素
（
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ラ
ジ
カ
ル
）
の

消
去
や
有
害
金
属
排
せ
つ
効
果
が
あ
る
こ
と

も
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や

乳
酸
菌
を
大
量
投
与
し
た
場
合
も
腸
内
環
境

が
改
善
さ
れ
、
同
様
の
効
果
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
健
康
な
腸
内
環
境
を
つ
く

る
に
は
、
ま
ず
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
す
こ

と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
然
治
癒
力
も
向
上

　

次
に
、
健
全
な
腸
の
維
持
に
求
め
ら
れ
る

食
生
活
の
基
本
知
識
を
三
つ
挙
げ
て
み
ま
す
。

　

一
番
目
は
健
康
な
腸
内
環
境
と
善
玉
菌
と

食
物
繊
維
の
関
係
で
す
。
Ａ
Ｐ
の
よ
う
な
食

物
繊
維
に
は
腸
に
大
切
な
九
つ
の
健
康
作
用

が
あ
り
ま
す
。
①
悪
玉
菌
の
発
育
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
②
が
ん
細
胞
の
発
生
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
③
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
④
腸
管
内

腐
敗
産
物
を
減
少
さ
せ
る
⑤
肝
臓
の
機
能
を

高
め
が
ん
の
転
移
を
予
防
す
る
⑥
腸
管
の
粘

膜
保
護
と
敗
血
症
の
予
防
⑦
便
秘
の
改
善
と

便
通
時
間
の
短
縮
⑧
活
性
酸
素
の
消
去
⑨
有

害
金
属
の
体
外
排
出
と
障
害
予
防
の
作
用
で

す
。
さ
ら
に
、
食
物
繊
維
を
餌
と
す
る
乳
酸

菌
な
ど
の
善
玉
菌
は
腸
管
粘
膜
の
上
皮
を

覆
っ
て
保
護
す
る
役
割
も
し
て
い
ま
す
。

　

健
全
な
腸
が
健
康
長
寿
の
源
で
す
。
そ
し

て
そ
の
維
持
に
必
要
不
可
欠
な
の
が
善
玉
菌

な
の
で
す
。
善
玉
菌
を
増
や
す
た
め
に
は
毎

日
の
食
生
活
が
大
切
で
す
。
同
じ
家
系
に
は

同
じ
善
玉
菌
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
家
族
の

1
人
が
食
あ
た
り
す
る
と
、
皆
同
じ
症
状
が

出
る
の
も
同
じ
菌
で
育
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
家
族
の
善
玉
菌
を
大
事
に
し
て
欲
し
い

で
す
ね
。

　

腸
を
働
か
せ
る
こ
と
は
自
然
治
癒
力
の
向

上
も
も
た
ら
し
ま
す
。
大
腸
菌
を
注
入
し
て

腹
膜
炎
を
起
こ
さ
せ
た
ラ
ッ
ト
の
実
験
で

は
、
食
べ
物
で
腸
を
働
か
せ
た
グ
ル
ー
プ

と
、
点
滴
で
静
脈
か
ら
栄
養
を
と
ら
せ
た
グ

ル
ー
プ
で
生
存
率
に
大
き
な
差
が
出
ま
し
た

（
図
2
）。
点
滴
の
み
の
場
合
は
合
併
症
も
増

え
ま
す
。
腸
を
働
か
せ
る
経
腸
栄
養
の
方
が

自
然
治
癒
力
が
向
上
す
る
の
で
、
私
は
手
術

後
も
な
る
べ
く
早
く
普
通
食
を
と
ら
せ
た
方

が
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
も
減
少
す
る
と
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
よ
く
か
む
と

図2
経腸栄養ラットと静脈栄養ラットにおける

大腸菌腹腔内注入後のラットの生存率
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第23回食と文化フォーラム

未
ア

来
ス

へ伝えたい日本の食文化と健康づくり～食品の世界化と化学化の流を断つ時～

い
う
こ
と
で
す
。
咀
嚼
能
力
が
高
い
人
の
方

が
健
康
余
命
が
長
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
。
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
腸
を
働

か
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
自
然
治
癒
力
が
向
上

し
て
健
康
が
回
復
し
、
長
生
き
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

貧
血
改
善
に
は
鉄
分
と
葉
緑
素

　

健
全
な
腸
を
維
持
す
る
た
め
の
基
本
知
識

の
二
番
目
は
、
食
生
活
の
基
本
は
太
陽
を
食

べ
る
献
立
、
植
物
の
葉
緑
素
を
体
内
に
取
り

込
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
は
、
植
物
の
葉

緑
素
と
ヒ
ト
の
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

構
造
式
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
中
心
の
金
属

元
素
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
葉

緑
素
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
付
い
て
い
て
、
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
に
は
鉄
が
付
い
て
い
ま
す
（
図

3
）。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
分
子
構
造
が
酷

似
し
て
い
る
た
め
に
、
野
菜
を
食
べ
る
と
体

内
に
野
菜
の
葉
緑
素
が
入
っ
て
、
そ
こ
で
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
を
切
り
離
し
、
代
わ
り
に
鉄
を

分
子
の
中
に
取
り
込
ん
で
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

に
変
換
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
体
内
で

葉
緑
素
が
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
変
わ
る
わ
け
で

す
。
葉
緑
素
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
兄
弟
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
貧
血
を
改
善
す
る

た
め
に
は
鉄
分
を
と
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
さ

ら
に
野
菜
の
食
物
繊
維
は
乳
酸
菌
・
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
な
ど
の
善
玉
菌
を
増
や
し
て
く
れ
ま

す
。

　

動
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歯
の
形
と
数
に
合
わ

せ
た
食
事
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
歯
は
全
部

で
32
本
。
そ
の
う
ち
、
穀
物
・
豆
類
用
の
臼

歯
が
20
本
で
約
6
割
。
野
菜
・
海
草
用
の
門

歯
が
8
本
で
3
割
。
肉
・
魚
用
の
犬
歯
は
4

本
で
全
体
の
1
割
強
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
人
間
の
食
の
基
本
は
穀
物
と
野
菜
を
中

心
に
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
、
歯
か
ら
も
分

か
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
漢
字
か
ら
食
の
あ
り
方
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。「
糞
」「
腐
」
は
米
が
異
な
る
、

肉
を
食
べ
る
と
腸
が
腐
る
と
い
う
意
味
で

す
。「
油
」
は
人
間
の
身
体
で
は
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
植
物
性
、「
脂
」
は
固
い
動

物
性
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。
牛
や
豚
の

体
温
は
39
度
と
人
間
よ
り
高
い
た
め
、
脂
は

人
間
の
体
内
で
溶
け
ず
に
動
脈
硬
化
の
原
因

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

健
全
な
腸
の
維
持
に
求
め
ら
れ
る
三
番
目

は
、
健
康
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
関
連
で
す
。
ミ
ネ

図3
植物の葉緑素と人の血色素（ヘモグロビン）は

構造式が同じで中心の金属元素が異なる
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ラ
ル
が
豊
富
な
食
べ
物
と
い
え
ば
、
や
は
り

玄
米
で
す
ね
。
玄
米
の
表
皮
で
あ
る
米
ぬ
か

の
部
分
に
ミ
ネ
ラ
ル
が
充
満
し
て
い
ま
す
。

ま
た
活
性
酸
素
を
抑
え
る
抗
酸
化
作
用
と
し

て
の
Ｓ
Ｏ
Ｄ
活
性
値
の
ほ
と
ん
ど
が
米
ぬ
か

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
精
白
し
て
し

ま
っ
た
白
米
は
、
栄
養
や
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
粕
」
な

の
で
す
。

減
少
し
続
け
る
ミ
ネ
ラ
ル
成
分

　

今
、
日
本
に
お
け
る
野
菜
・
果
物
・
穀
物

の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
50
年
で
、
野
菜
の
鉄
分
は
6
分

の
1
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
5
分
の
1
に
ま
で
含

有
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に

減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
植
物
は
、

根
か
ら
炭
酸
や
有
機
酸
を
出
し
て
土
の
中
の

元
素
を
溶
か
し
て
有
機
ミ
ネ
ラ
ル
と
し
て
吸

収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
中
の
栄
養
素

を
吸
収
す
る
に
は
微
生
物
の
助
け
が
必
要
な

の
で
す
が
、
現
在
の
農
地
は
微
生
物
が
住
み

づ
ら
い
土
壌
に
な
り
、
植
物
が
栄
養
素
を
吸

収
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
土

壌
に
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
強
す
れ
ば
木
が
若
返
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

身
と
心
と
魂
は
響
き
あ
っ
て
い
ま
す
。
自

然
治
癒
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
向
上
さ
せ
る
の
は

腸
管
で
す
。
中
国
の
古
典
書
「
呂
氏
春
秋
」

の
中
に
も
、「
肥
肉
厚
酒
（
と
い
う
う
ま
い

物
）
ば
か
り
を
飲
み
食
い
す
る
、
そ
れ
を
腸

を
た
だ
ら
す
食
と
言
う
」
と
い
う
教
え
が
あ

り
ま
す
。
長
生
き
を
し
た
け
れ
ば
、
腸
の
中

を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
毎
日
の
食
生
活
が
大
切
で

す
。
何
を
食
べ
る
か
、
飲
む
か
を
よ
く
考
え

て
正
し
い
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
は
次
世
代

に
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

健
康
な
生
活
は
植
物
を
育
て
る
の
と
同
じ

で
、
毎
日
の
手
入
れ
が
大
切
で
す
。
食
べ
物

で
腸
を
き
れ
い
に
し
、
み
ん
な
で
長
生
き
し

ま
し
ょ
う
。
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未
ア

来
ス

へ伝えたい日本の食文化と健康づくり～食品の世界化と化学化の流を断つ時～

食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7
沖
縄

未ア

来ス

へ
伝
え
た
い

日
本
の
食
文
化
と
健
康
づ
く
り

～
食
品
の
世
界
化
と
化
学
化
の
流
を
断
つ
時
～

　
沖
縄
県
が
梅
雨
入
り
し
た
翌
日
の
2
0
1
7
年
5
月
14
日
、
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7

沖
縄
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・
ナ
ハ
に
は
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
を
連
れ
た
母
親
の
姿
や
若
い
女
性
の
来
場
者
が
目
立
ち
、
食
育
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
一
般
財
団
法
人
食
と
健
康
財
団
道
見
理
事
長
か
ら
、
沖
縄
県
が
過
去
、
日
本
一
の
長
寿

県
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
沖
縄
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
多
く
の
学
び
や
健

康
の
増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
聴
講
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
い
食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
部
司
氏
に
、
実
演
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
教
育
・
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
塚
貢
氏
が
登
壇
さ
れ
、
そ
の
熱
に
会
場
が
圧

倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
塚
先
生
の
講
演
を
聞
い
て
、
今
す
ぐ
食
育
活
動
を
始
め
た
い
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

開会の挨拶をする
理事長の道見重信

司会をつとめた食と健康財団
事務局次長　山本友也
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添
加
物
の
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と

　

私
は
44
年
ほ
ど
、
添
加
物
の
世
界
に
い
ま

す
。
今
日
は
、
私
た
ち
が
い
い
な
あ
っ
て
い

う
食
べ
も
の
は
実
際
こ
う
や
っ
て
出
来
て
ま

す
と
い
う
簡
単
な
実
験
を
し
ま
す
。
そ
れ
を

食
べ
る
食
べ
な
い
の
判
断
は
自
分
で
し
て
く

だ
さ
い
っ
て
い
う
話
で
す
。
教
育
で
は

「
知
・
徳
・
体
」
と
言
う
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
今
、
法
律
で
定
め
た
食
育
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
知
・
徳
・
体
を
支
え
て
る
の
は
全

部
、
食
で
す
。
食
が
す
べ
て
、
と
僕
は
思
い

ま
す
。

　

添
加
物
は
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
と
両
方

考
え
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
。
添
加
物
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
消
費
量
も
増
え
て
い
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
大
好
き
な
ん

で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
の
弊
害
も
い
ろ
い
ろ

言
わ
れ
る
。
添
加
物
の
安
全
性
に
関
す
る
検

査
結
果
は
出
て
い
ま
す
。
で
も
、
例
え
ば
天

燃
着
色
料
の
「
ア
カ
ネ
色
素
」
は
毒
性
、
発

が
ん
性
は
な
い
と
さ
れ
て
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
で
も
、
2
0
0
4
年
に
も
う
一
度
調
べ

る
と
、
発
ガ
ン
性
が
あ
る
か
ら
や
め
よ
う
と

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
体
に
い
い
か
悪
い
か
言

い
切
る
ほ
ど
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
60
数
品
目
、
後
で

禁
止
に
な
り
ま
し
た
。
何
で
そ
ん
な
こ
と
に

な
る
か
と
い
う
と
、
動
物
実
験
で
行
う
と
、

認
可
し
た
当
時
の
科
学
的
水
準
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
の
医
学
的
レ
ベ
ル
で

改
め
て
検
査
す
る
と
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

　

問
題
は
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
取
っ
た
私
た

第
1
部
　
基
調
講
演

食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／「
食
の
裏
側
」
の
著
者
　
安
部
　
司
　
氏

安部　司（あべ・つかさ）
食品ジャーナリスト／「食品の裏側」の著者
1951（昭和 26）年、福岡県の農家に生まれる。
山口大学文理学部化学科卒業。総合商社食品課に勤務。食品および添加物に関わる仕事に従事。
退職後、加工食品の開発や海外（中国、アメリカ、東南アジア地域）においての食品の開発輸入
に携わる。現在、無添加食品の開発や伝統食品の復興、有機農産物の販売促進に取り組んでい
る。農水省有機農業JAS判定員、経産省水質第一種公害防止管理者としても活動、食品製造関
係の特許 4件取得。
食品添加物の現状、食生活の危機を訴えた「食品の裏側」（東洋経済新報社）は中国、台湾、韓
国でも翻訳出版され、70 万部を突破するベストセラーとなり新聞、雑誌、テレビにも取り上げ
られるなど、大きな反響を呼んでいる。
ほかに、「なにを食べたらいいの」（新潮社）「安心な食品の見分け方」（祥伝社）「食品の裏側 2　
実態編」（東洋経済新報社）がある。

「
食
品
の
裏
側
」
を
知
る

～
今
、
食
べ
て
い
る

　

あ
な
た
の
食
は
安
心
、
安
全
か
～
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未
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ち
は
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
当
時
、
国
も
分
か
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
ね
。
し
か
し
、
消
費
者
は
自
分
で
選
ん

だ
ん
で
す
か
ら
、
添
加
物
の
入
っ
た
食
品
で

も
食
べ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
添
加
物
は

ひ
と
く
く
り
で
は
善
悪
の
判
断
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
添
加
物
を
自
分
は
ど
こ
ま
で
許

せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

何
を
優
先
す
る
の
か

　

添
加
物
の
働
き
を
言
い
ま
す
。
ま
ず
絶
対

使
っ
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を
ア
メ
リ

カ
か
ら
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て
、
遺
伝
子
組
み

換
え
添
加
物
を
取
り
、
調
理
済
み
の
食
品
を

中
国
に
頼
り
き
っ
て
い
る
お
か
げ
で
す
。
こ

の
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
の
覚
悟
が
日
本
人
は

で
き
ま
せ
ん
。
い
い
と
こ
を
取
り
た
い
だ

け
。
そ
し
て
弊
害
が
出
る
と
犯
人
を
捜
し
た

く
な
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
も
の
を
売
っ
て

る
の
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
メ
ー
カ
ー

さ
ん
は
売
れ
な
い
物
は
作
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
が
買
う
か
ら
売
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
含
ま
れ
る 

添
加
物

　

添
加
物
の
も
う
一
つ
の
落
と
し
穴
は
、

塩
、
糖
分
、
油
の
「
取
り
過
ぎ
」
で
す
。
こ

れ
、
み
ん
な
気
に
し
て
る
か
ら
、
減
塩
、
ノ

ン
カ
ロ
リ
ー
と
か
よ
く
売
れ
て
ま
す
ね
。
で

も
、
例
え
ば
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
を
食
べ
て
、

今
日
は
油
と
塩
を
取
り
す
ぎ
た
と
思
う
方
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？　

1
つ
の
例
と
し

て
、
こ
の
カ
ッ
プ
め
ん
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

7
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ラ
ベ

ル
に
味
付
け
油
揚
げ
麺
っ
て
書
い
て
あ
り
、

油
は
大
さ
じ
3
杯
も
入
っ
て
、
食
塩
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
4
・
2
ｇ
っ
て
書
い
て
ま
す
が
、
こ

れ
に
2
・
5
を
掛
け
た
10
・
5
ｇ
の
塩
分
が

入
っ
て
る
っ
て
こ
と
で
す
。
海
水
と
同
じ
塩

味
で
す
。
私
た
ち
は
海
水
は
飲
め
ま
せ
ん
よ

安
く
な
る
。
2
番
目
、
簡
単
に
な
る
。
3
番

目
、
便
利
で
あ
る
。
4
番
目
き
れ
い
。
5
番

目
オ
イ
シ
イ
。
こ
ん
な
食
品
は
魅
力
で

し
ょ
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
し
ょ
う
ゆ
が
2
種

類
あ
り
ま
す
。
片
方
は
1
ℓ
千
円
は
し
ま

す
。
昔
の
日
本
の
作
り
方
で
2
年
か
か
り
ま

す
も
ん
。
一
方
1
2
8
円
の
ほ
う
は
、
裏
ラ

ベ
ル
の
材
料
に
ア
ミ
ノ
酸
液
っ
て
書
い
て
ま

す
。
大
豆
の
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
ア
ミ
ノ
酸
の

う
ま
味
を
作
る
一
番
早
い
方
法
は
塩
酸
で
分

解
す
る
こ
と
で
す
。
あ
と
は
丸
大
豆
に
比
べ

て
、
足
り
な
い
性
質
を
添
加
物
で
補
い
、
簡

単
に
し
ょ
う
ゆ
風
調
味
料
が
で
き
ま
す
。
だ

か
ら
安
い
。
ま
た
、
こ
ち
ら
は
ジ
ャ
ム
で
片

方
は
5
0
0
円
、
も
う
1
つ
は
1
5
0
円
。

裏
ラ
ベ
ル
を
見
る
と
、
片
方
は
イ
チ
ゴ
を
砂

糖
で
煮
込
ん
だ
も
の
。
も
う
一
方
は
、
一
番

多
い
材
料
は
水
あ
め
で
一
番
少
な
い
の
が
イ

チ
ゴ
で
す
。
味
も
匂
い
も
ト
ロ
ミ
も
全
部
添

加
物
で
補
充
し
た
っ
て
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら

を
買
い
ま
す
か
？

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
食
の
安
全
で
何
が
気
に

な
り
ま
す
か
と
聞
く
と
、
大
体
ど
こ
で
も
1

番
は
添
加
物
、
2
番
目
は
農
薬
、
3
番
目
が

遺
伝
子
組
み
換
え
と
い
う
答
え
で
す
。
で

も
、
気
に
な
る
け
ど
こ
れ
ら
が
使
わ
れ
て
い

る
食
品
を
買
っ
て
い
る
。
安
く
て
簡
単
で
き

れ
い
で
お
い
し
い
っ
て
い
う
の
は
、
添
加
物

を
い
っ
ぱ
い
取
っ
て
、
農
薬
を
た
く
さ
ん
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ね
。
で
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
だ
と
飲
め
ま

す
。
添
加
物
と
化
学
調
味
料
と
エ
キ
ス
類
の

せ
い
で
す
ね
。
こ
れ
一
個
で
塩
分
は
成
人
男

子
の
一
日
の
適
正
量
を
超
え
て
ま
す
。

　

砂
糖
も
気
に
な
り
ま
す
ね
。
清
涼
飲
料
水

の
ラ
ベ
ル
、
炭
水
化
物
と
書
い
て
あ
る
の
が

糖
分
の
こ
と
で
す
。
分
か
り
に
く
い
で
す
よ

ね
。
こ
の
飲
料
は
5
0
0
ml
１
本
当
り
糖
分

が
約
60
ｇ
入
っ
て
ま
す
。
普
通
じ
ゃ
甘
す
ぎ

て
飲
め
ま
せ
ん
。
で
も
添
加
物
で
飲
め
ち
ゃ

う
ん
で
す
。

　

皆
が
言
う
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
ジ
ュ
ー
ス
は
果
汁
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

で
も
、
無
果
汁
っ
て
書
い
て
る
も
の
は
何
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
甘
く
す
っ
ぱ
く
し
た
飲
料

で
炭
酸
を
加
え
た
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
甘

み
は
遺
伝
子
組
み
換
え
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か

ら
と
っ
た
で
ん
ぷ
ん
を
ブ
ド
ウ
糖
に
変
え
、

さ
ら
に
そ
の
半
分
を
砂
糖
よ
り
甘
い
果
糖
に

変
え
た
「
ブ
ド
ウ
糖
果
糖
液
糖
」
と
い
う
シ

ロ
ッ
プ
で
、
甘
す
ぎ
て
飲
め
な
い
の
で
す

が
、
ク
エ
ン
酸
な
ど
で
酸
味
を
加
え
る
と
お

い
し
く
飲
め
る
の
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
か
ら
、
健
康

イ
メ
ー
ジ
を
つ
け
ま
す
か
。
こ
れ
に
合
成
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
1
ｇ
を
加

え
ま
す
。
レ
モ
ン
50
個
分
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

入
り
ま
し
た
よ
。
さ
ら
に
、
遺
伝
子
組
み
換

え
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
で
ん
ぷ
ん
な
ど
で
作

ら
れ
る
消
化
し
に
く
い
デ
キ
ス
ト
リ
ン
を

1
・
5
ｇ
入
れ
る
と
レ
タ
ス
3
個
分
の
繊
維

質
が
入
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
1
つ
の
例

と
し
て
レ
モ
ン
色
に
す
る
な
ら
、
海
外
で
は

発
達
障
害
の
報
告
が
あ
る
と
表
示
さ
れ
て
い

る
タ
ー
ル
系
色
素
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
す
る
な

ら
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
材
料
の
コ
チ
ニ
ー
ル
色

素
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
報

告
が
あ
り
ま
す
け
ど
日
本
は
規
制
も
そ
の
表

示
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
こ
れ
は
「
合
成

着
色
料
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。」
と
表
示

で
き
ま
す
。
虫
は
天
然
だ
か
ら
。
ま
た
香
り

の
添
加
物
原
料
は
2
3
0
0
個
く
ら
い
あ
る

か
ら
、
出
来
な
い
香
り
は
ま
ず
な
い
で
す

ね
。
は
い
、
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
5
0
0
ml
１
本
で
少
な
く
と
も
コ
ッ

プ
の
半
分
く
ら
い
の
砂
糖
を
と
っ
て
し
ま
っ

て
る
。
し
か
も
砂
糖
じ
ゃ
な
く
ブ
ド
ウ
糖
で

す
。
血
糖
値
が
ど
れ
だ
け
上
が
る
と
思
い
ま

す
？　

ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
が
い
い
っ
て
言
う
な

ら
、
ア
ス
パ
ル
テ
ー
ム
と
か
合
成
の
甘
味
料

も
あ
り
ま
す
。
何
で
こ
れ
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
な

の
か
っ
て
い
う
と
、
食
べ
物
じ
ゃ
な
い
か
ら

で
す
ね
。
た
だ
の
化
学
物
質
で
す
も
ん
。
で

も
そ
れ
が
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し
て

か
え
っ
て
太
る
と
い
う
報
告
が
ア
メ
リ
カ
に

あ
り
ま
す
。

　

じ
ゃ
あ
、
何
で
私
た
ち
は
1
日
分
の
塩
分

を
即
席
め
ん
1
食
分
で
摂
っ
て
し
ま
う
ん
で

し
ょ
う
か
。
味
覚
音
痴
に
な
っ
て
る
の
。
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
が
黄
金
ト
リ
オ
で
す
。

ま
ず
塩
。
添
加
物
や
エ
キ
ス
類
は
塩
を
入
れ

な
い
と
う
ま
味
が
出
ま
せ
ん
。
2
番
目
は
化

学
調
味
料
、
今
は
う
ま
味
調
味
料
と
言
い
ま

す
ね
。「
調
味
料
（
ア
ミ
ノ
酸
等
）」
と
表
示

さ
れ
て
ま
す
。
3
番
目
は
、
タ
ン
パ
ク
加
水

分
解
物
。
植
物
ま
た
は
動
物
の
タ
ン
パ
ク
質

を
劇
薬
の
塩
酸
で
分
解
し
た
、
ア
ミ
ノ
酸
液

を
粉
末
化
し
た
も
の
で
す
。
塩
酸
分
解
で
出

来
た
不
純
物
の
塩
素
化
合
物
は
発
が
ん
物
質

で
す
が
日
本
は
規
制
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

黄
金
ト
リ
オ
だ
け
で
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
と
豚
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利
さ
と
引
き
替
え
に
、
失
っ
た
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
か
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
体
、
健
康
だ

け
じ
ゃ
な
い
で
す
。
食
べ
物
を
大
切
に
す
る

心
、
食
べ
物
を
通
じ
て
人
に
感
謝
す
る
心
も

失
っ
て
い
る
の
で
す
。
添
加
物
を
や
め
る
と

頭
が
良
く
な
っ
た
と
か
、
朝
ご
飯
食
べ
る
子

と
食
べ
な
い
子
の
理
解
力
が
全
然
違
う
と

か
、
子
ど
も
た
ち
の
デ
ー
タ
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
の
健
康
を
犠
牲
に
し
て
安

く
簡
単
便
利
で
、
オ
イ
シ
イ
食
生
活
を
得

る
。
そ
れ
で
い
い
の
っ
て
い
う
こ
と
を
み
ん

な
で
考
え
ま
せ
ん
か
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

骨
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
。

ほ
ら
、
粉
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
し
た
よ
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
こ
の
黄
金
ト
リ
オ

が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
ま
す
。
そ
こ
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
味
覚
は
こ
れ
を
お
い
し
い
と

思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
作
り
す
る

と
、
味
が
な
い
っ
て
言
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
塩
、
油
、
糖
の
取
り
過
ぎ
に
な
り
、
塩

や
油
が
入
っ
て
れ
ば
い
る
ほ
ど
お
い
し
い
と

言
い
、
砂
糖
に
す
る
と
コ
ッ
プ
2
杯
の
糖
分

を
飲
む
。
歯
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
頭
は
イ
ラ
イ
ラ

で
す
。

そ
れ
で
い
い
の
？ 

子
ど
も
の
食
生
活

　

安
心
、
安
全
と
言
う
け
ど
、
結
局
み
ん
な

添
加
物
が
大
好
き
。
日
本
の
消
費
者
は
、
言

う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
違
う
矛
盾
が
35
年
以

上
も
続
い
て
る
ん
で
す
よ
。
健
康
で
あ
り
た

い
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
も
の
を
食
べ
さ

せ
た
い
、
が
ん
に
な
り
た
く
な
い
と
言
い
な

が
ら
、
食
べ
て
る
の
は
添
加
物
タ
ッ
プ
リ
の

食
品
で
し
ょ
う
。
何
で
こ
ん
な
に
安
い
ん
、

何
で
こ
ん
な
に
便
利
な
ん
っ
て
い
う
こ
と

は
、
添
加
物
を
は
じ
め
と
す
る
化
学
物
質
や

遺
伝
子
組
み
換
え
の
お
か
げ
で
す
。
そ
の
便
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増
え
て
い
る
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病

　

厚
生
労
働
省
で
全
国
の
高
校
生
を
抽
出
し

て
血
液
検
査
、
体
の
検
査
を
し
ま
し
た
。
結

果
は
男
子
44
％
、
女
子
42
％
が
生
活
習
慣
病

予
備
軍
で
し
た
。
長
野
県
で
は
信
州
大
学
医

学
部
の
調
査
で
は
中
学
生
の
37
％
が
生
活
習

慣
病
予
備
軍
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

が
病
気
に
な
っ
た
ら
年
老
い
た
親
が
面
倒
を

見
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
で
も
そ
の
親
も
今
、

若
年
認
知
症
に
な
る
人
が
も
の
す
ご
く
増
え

て
い
ま
す
。
予
備
軍
入
れ
た
ら
1
3
0
万
人

く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
ち

ろ
ん
、
経
済
的
な
負
担
も
大
変
で
す
。
去
年

の
医
療
費
は
41
・
5
兆
円
。
介
護
費
が
9
兆

5
千
億
円
。
約
50
兆
を
超
え
て
い
ま
す
。
日

本
の
税
収
と
医
療
費
が
同
じ
で
す
。
だ
か
ら

日
本
は
世
界
一
の
借
金
国
で
す
ね
。

　

ど
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。
結
局
は

自
分
の
将
来
、
あ
る
い
は
自
分
の
子
ど
も
の

将
来
、
未
来
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
こ
ろ
へ
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
日
は
、
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
大
人

の
心
と
体
を
健
康
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

食
事
の
調
査
で
明
ら
か
に

　

私
が
赴
任
し
た
長
野
県
の
生
徒
数
1
2
0
0

人
の
中
学
校
は
荒
れ
に
荒
れ
て
い
ま
し
た
。

廊
下
を
バ
イ
ク
で
走
る
。
た
ば
こ
の
吸
い
殻

が
山
の
よ
う
に
落
ち
て
い
る
。
毎
日
、
非
行

犯
罪
が
起
き
て
不
登
校
も
多
い
。
先
生
た
ち

人
を
ダ
メ
に
す
る
現
代
の
食
事

授
業
の
改
革
・
給
食
の
改
善
・
環
境
教
育
の
3
本
柱
の
取
組
で
子
ど
も
は
蘇
る

～
真
田
町
の
奇
跡
～

い
じ
め
・
非
行
ゼ
ロ
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍
ゼ
ロ
と

学
力
の
飛
躍
的
な
向
上

元
長
野
県
旧
真
田
町
教
育
長
／
元
長
野
県
上
田
市
教
育
委
員
長
／
現
教
育
・
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
大
塚
　
貢
　
氏

大塚　貢（おおつか・みつぐ）
元長野県旧真田町教育長
元長野県上田市教育委員長
現教育 ・ 食育アドバイザー
1936（昭和 11）年、長野県に生まれる。
信州大学卒業後、中学校教員、都内での会社員生活のあと、長野県に戻り、県教育
委員会指導主事、中学校教頭を経て、1992（平成 4）年から中学校校長を務める。
1997（平成 9）年、旧真田町教育長就任。市町村合併後、2006（平成 18）年より上
田市教育委員長。2007（平成 19）年退任後、教育・食育アドバイザーとして活躍中。
2007（平成 19）年に文部科学大臣表彰。2009（平成 21）年秋に瑞宝双光章を受賞
した。
著書に「ごはんがこども達を変えた」（毎日新聞社北海道支社）／「給食で死ぬ」（コ
スモ 21）／「奇跡の食育」（美健ガイド社）がある。

第
2
部
　
特
別
講
演
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は
図
書
館
が
瞬
く
間
に
満
席
状
態
。
全
国
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
年
1
位
や
2
位
に
な
る

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
凶
悪
事
件
や
い
じ
め
で
自
殺

が
起
こ
っ
た
全
国
の
学
校
を
回
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
ど
こ
も
心
を
癒
や
す
も
の
、
花
が

な
い
。
そ
れ
で
校
長
命
令
で
強
引
に
30
ヵ
所

も
そ
の
対
応
で
疲
れ
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
原
因
は
授
業
に
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
授
業
を
見
る
と
、
や
は
り
教
科
書
を

読
む
だ
け
の
つ
ま
ら
な
い
授
業
が
多
く
、
子

ど
も
た
ち
は
あ
き
て
外
へ
出
て
し
ま
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
先
生
た
ち
に
授
業
改
善

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
授
業
が
変
わ
っ
た

ら
子
ど
も
た
ち
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
ま
だ
非
行
、
い
じ
め
、
き
れ
る
、
無

気
力
の
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
な
か

な
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
時
、
ス
ポ
ー
ツ
の
県
大
会
な
ど
で
、

選
手
の
子
が
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
や
カ
ッ
プ
麺
、

菓
子
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
の
に
気
付
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
食
の
調
査
を
し
た
ら
、
や
は
り

家
で
食
べ
て
い
る
の
も
そ
う
い
う
食
べ
物
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。
夜
多
い
の
は
カ
レ
ー
、

焼
き
肉
。
給
食
も
米
飯
は
週
に
1
回
で
、
そ

の
お
か
ず
も
肉
。
麺
類
、
揚
げ
パ
ン
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
、
出
来
合
い
の
も
の
ば
か
り
。
血

を
き
れ
い
に
し
て
血
管
を
柔
ら
か
く
し
て
く

れ
る
も
の
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
て
い
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
油
と
肉
、
添
加
物
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
で
、
血
液
の
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
脂
肪

と
結
合
し
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
酸
素
や
栄

養
分
が
脳
へ
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
す
。
だ
か
ら
脳
が
機
能
を
果
た
さ

ず
、
い
つ
も
落
ち
着
き
が
な
く
な
っ
て
、
イ

ラ
イ
ラ
し
て
く
る
ん
で
す
ね
。

ご
は
ん
が
子
ど
も
達
を
変
え
た

　

そ
れ
で
給
食
を
改
善
し
、
丸
ご
と
食
べ
ら

れ
る
青
魚
や
野
菜
を
増
や
し
、
主
食
を
ご
飯

に
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
大
反

対
。
し
か
し
栄
養
士
の
先
生
が
、
32
歳
で
心

筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
方
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
塊
の
よ
う
な
心
臓
の
標
本
を
大
学
病
院

か
ら
借
り
て
来
ま
し
た
。
若
く
し
て
死
に
た

か
っ
た
ら
今
の
食
事
を
続
け
ろ
。
先
生
た
ち

は
自
業
自
得
だ
が
子
ど
も
の
責
任
は
誰
が
持

つ
ん
だ
と
話
し
ま
し
た
。
心
あ
る
先
生
た
ち

が
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
か

ら
、
頭
か
ら
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
る
調
理
を
し

た
青
魚
中
心
の
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
青

魚
に
含
ま
れ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
血
を
き

れ
い
に
し
て
、
血
管
を
柔
ら
か
く
し
て
く
れ

ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
亜

鉛
、
鉄
分
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ネ
ラ
ル
分
も

非
常
に
含
ん
で
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
し
た
ら
、
や
は
り
子
ど
も
た
ち
が
変

わ
っ
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
が
ど

う
い
う
生
活
を
し
な
け
り
ゃ
い
け
な
い
か
、

ど
う
い
う
食
べ
物
を
食
べ
な
け
り
ゃ
い
け
な

い
か
っ
て
い
う
の
が
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
1
年
で
あ
れ
だ
け
落
ち
て
い
た
た
ば
こ

の
吸
い
殻
が
1
本
も
な
く
な
り
、
2
年
目
の

終
わ
り
に
は
非
行
犯
罪
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
、

不
登
校
も
2
人
に
減
り
ま
し
た
。
昼
休
み
に
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る
。
さ
ら
に
、
全
国
テ
ス
ト
で
も
学
力
が
高

い
ラ
ン
ク
の
子
が
増
え
、
低
い
子
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

経
済
効
果
に
も
期
待

　

真
田
町
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
福
井
県

の
小
浜
市
は
貧
し
い
市
で
、
給
食
も
安
い
中

国
食
材
が
中
心
で
し
た
。
子
ど
も
は
荒
れ
て

い
て
学
力
も
低
か
っ
た
。
そ
こ
で
市
長
が
大

反
対
を
受
け
な
が
ら
、
給
食
を
地
元
の
若
狭

湾
で
捕
れ
る
魚
、
無
農
薬
・
低
農
薬
の
米
や

野
菜
に
切
り
替
え
た
ら
、
今
、
学
力
テ
ス
ト

で
全
国
1
位
で
す
。
静
岡
県
の
三
島
市
で
も

大
人
の
食
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
ら
、
そ
れ

ま
で
4
億
円
ほ
ど
も
あ
っ
た
健
康
保
険
の
赤

字
が
黒
字
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
大
阪
の
病
院
で
健
康
な
男
子
の

精
子
を
調
べ
た
ら
60
人
中
58
人
の
精
子
が
奇

形
精
子
で
し
た
。
多
動
性
、
学
習
不
適
応
、

障
害
を
も
っ
た
子
が
非
常
に
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
青
年
た
ち
の
食
を
調
べ
た
ら
や

は
り
油
と
肉
し
か
食
べ
て
な
か
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
大
変
な
状
況
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

家
族
で
話
し
合
っ
て
、
食
事
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
ど
花
壇
を
作
っ
た
ん
で
す
。
最
初
は
見
向

き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
春
に
花
が
き

れ
い
に
咲
い
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み

に
も
自
ら
登
校
し
て
水
を
あ
げ
た
り
草
を
摘

ん
だ
り
、
進
ん
で
手
入
れ
す
る
よ
う
に
な

り
、
2
年
目
か
ら
全
国
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で

毎
年
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
予
備
軍
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア

ト
ピ
ー
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。

　

平
成
9
年
に
真
田
町
の
教
育
長
に
な
っ
た

時
も
、
他
の
市
町
村
の
学
校
も
荒
れ
て
い
ま

し
た
が
、
荒
れ
方
が
ひ
ど
か
っ
た
。
や
は
り

原
因
は
先
生
た
ち
の
授
業
、
そ
し
て
食
に
あ

り
ま
し
た
。
血
液
検
査
で
も
生
活
習
慣
病
予

備
軍
が
32
％
く
ら
い
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
開
い
て
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
食
事
を
訴

え
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
取
り
組
ん
で
く
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
学
校
か
ら
変
え
る
よ
り
仕

方
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
待
っ
て
い
ら

れ
な
い
で
す
ね
。
先
生
た
ち
も
駄
目
に
な
る

が
、
駄
目
な
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
し
て
大
人

に
な
る
、
親
に
な
る
。
立
ち
直
っ
て
い
な
い

か
ら
、
大
人
の
犯
罪
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
反
対
を
押
し
切
っ
て
食
の
改
革
改

善
を
や
り
ま
し
た
。
肉
は
家
庭
に
任
せ
、
頭

か
ら
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
る
魚
、
地
元
の
安
心

安
全
な
米
や
野
菜
果
物
を
食
べ
さ
せ
た
。
そ

う
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
た
ち
が
変

わ
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
年
に
1
度
か
2

度
、
1
日
か
け
て
子
ど
も
、
先
生
、
町
の
人

た
ち
を
集
め
て
食
の
専
門
家
を
招
い
て
勉
強

会
を
開
く
う
ち
に
親
も
変
わ
っ
て
き
た
の
ね
。

　

そ
の
結
果
、
今
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍
、

ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
す
ね
。
ア
ト
ピ
ー
、
ア

レ
ル
ギ
ー
も
い
な
い
。
子
ど
も
の
非
行
犯
罪

は
こ
こ
十
数
年
な
く
、
大
人
の
犯
罪
も
う
ん

と
減
っ
て
い
ま
す
。
心
と
体
が
健
全
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
犯
罪
を
起
こ
さ
な
く
な
っ
て
き
て
る
の

で
す
。
そ
し
て
家
庭
の
食
も
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
が
ん
や
心
臓

疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る
確
率
が
非

常
に
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
う
す

る
と
元
気
で
働
い
て
税
金
を
納
め
ら
れ
る
。

親
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
け
る

と
。
国
の
財
政
も
、
家
庭
の
財
政
も
良
く
な
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主な活動内容
⃝食と文化フォーラムの開催（札幌）
　過去には、医師の白澤卓二先生、北京オリンピック金メダリストの高
橋尚子さん、奇跡のリンゴで有名な木村秋則さん、ソチオリンピック銀
メダリストの葛西紀明選手などが講師として登壇してくださいました。
賛助会員さんの中には道外からの参加者も多数
お見えになっています。

⃝�道外フォーラムの開催�
（全国各地に拡大中）
　これまでに大阪市、名古屋市、那覇市、仙台
市で開催しました。今年度は 9月に高知市での
開催を予定しています。賛助会員になると入場
無料になる特典の券をプレゼントしております。

⃝広報誌「輝」や食育CDの発行
　食品の安心・安全、食育、食生活の改善を
テーマにした情報誌やCDを発行しています。
食改善の勉強会のツールとしてもお使いいただ
いております。

賛助会員
入会のご案内

一般財団法人食と健康財団では、
食生活の改善、未病の予防、
未来ある子供たちに向けた食育など、
活動のご支援をお願いしております。
食育を通した社会貢献を一緒にしませんか。

食
の
安
全
・
安
心
や
伝
承
的
食
文
化
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

恒
例
の
初
夏
の
「
食
と
健
康
」
元
氣
ツ
ア
ー

を
開
催
し
、
38
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
洞
爺
健
康
館
に
て
、
道
見
理

事
長
に
よ
る
「
食
と
健
康
」
に
関
す
る
講
演

を
行
い
、「
食
の
安
全
・
安
心
」
や
、
食
事

が
い
か
に
大
切
か
な
ど
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
ツ
ア
ー
特
製
の
「
食
事
道
膳
」

を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
本
人
の
適
応
食
で
あ
る
玄
米
や
身
土
不

二
で
あ
る
地
元
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

そ
の
後
、
洞
爺
自
然
農
園
で
の
イ
チ
ゴ
狩

り
で
は
、
今
年
は
天
候
の
影
響
で
イ
チ
ゴ
の

生
育
状
況
が
遅
く
、
お
土
産
用
の
イ
チ
ゴ
は

間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
然
農
園

の
初
摘
み
と
あ
っ
て
、
大
き
な
イ
チ
ゴ
が

実
っ
て
い
ま
し
た
。
有
機
農
法
の
露
地
栽
培

の
イ
チ
ゴ
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
と

て
も
大
事
に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
洞
爺
水
の
駅
や
中
山
峠
に
立
ち
寄

り
、
札
幌
に
は
、
定
刻
ど
お
り
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
無
事
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
に
、「
食
と
健
康
」
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成29年6月22日（木）開催
食と健康元氣ツアー



　

平
成
29
年
3
月
1
日
に
厚
生
労
働
省
は
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

80
・
75
歳
、
女
性
86
・
99
歳
と
過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
平

成
22
年
版
の
平
均
寿
命
の
最
新
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
男
女
と
も
長

野
県
が
ト
ッ
プ
。
か
つ
て
、
長
寿
県
と
し
て
知
ら
れ
た
沖
縄
県
は
平
成
12
年

に
男
性
が
全
国
で
26
位
に
後
退
し
「
26
シ
ョ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
最

新
の
調
査
で
、
女
性
が
首
位
か
ら
3
位
に
陥
落
し
、
男
性
は
30
位
に
後
退
し

た
こ
と
で
、
長
寿
県
沖
縄
の
崩
壊
の
危
機
を
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
肥
満
者
の

増
加
で
す
。
戦
後
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
占
領
期
を
経
て
、
そ
れ
ま
で
の
伝

統
的
な
食
文
化
を
一
変
し
、
食
の
欧
米
化
が
進
み
ま
し
た
。
こ
の
食
文
化
の

影
響
が
沖
縄
の
平
均
寿
命
を
下
げ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
が
日
本
に
初
め
て
で
き
た
の
も
沖
縄
県
で
、
学
生
を
対
象
と
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
沖
縄
生
ま
れ
の
学
生
は
1
週
間
に
2
、
3
回
は
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
を
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。
つ
い
に
は
、
高
齢
者
を
除
い
た
65

歳
未
満
の
方
の
死
亡
率
が
平
成
13
年
に
全
国
一
に
な
っ
た
の
で
す
。
沖
縄
県

で
は
「
26
シ
ョ
ッ
ク
」
以
降
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
成

果
が
上
が
ら
ず
、
平
均
寿
命
全
国
1
位
の
奪
還
に
向
け
、
平
成
26
年
4
月
に

『
健
康
長
寿
お
き
な
わ
復
活
県
民
会
議
』
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
議

で
は
2
0
4
0
年
ま
で
に
平
均
寿
命
日
本
一
を
復
活
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

好
ま
し
い
生
活
習
慣
等
を
定
め
た
県
民
行
動
指
針
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
こ
の
度
、
長
寿
県
復
活
に
向
け
、
当
財
団
が
食

品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
部
司
先
生
と
教
育
・
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
塚

貢
先
生
を
お
呼
び
し
、
那
覇
市
で
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
で
き
た
こ

と
は
、
と
て
も
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

※�
6
月
24
日
に
開
催
し
た
仙
台
市
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
は
次
号
の
輝
（
来
年
1
月
発
刊
予
定
）

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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